
令和9年度版 書Ⅱ
編
集
の

趣
旨
と
特
色

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

二つ折りにしやすい
中綴じ製本！



「書Ⅰ」84ページ　蓬萊切

な
り
ま
し
た

料紙加工
（雲

き

母
ら

砂子）も
はっきり

AFTER

さ
ら
に
鮮
明
に

BEFORE
書
Ⅰ
の

図
版
が



［ 教科書P22-23 ］

原寸大・見開きで原跡を忠実に再現

漢字教材の
構成をリニューアル！

［ 教科書P20-21 ］

書を学ぶうえで基本となる古典は大きく、
表現の多様性を実感できる古典は小さく扱いました。
古典の何を学習し、どのような力を身につけるかが、
生徒にもわかりやすい構成です。

書Ⅰの学習を振り返ろう 書道史上の重要古典

各書体の導入軽

学習内容を焦点化した古典解説ページ

原寸大・見開きで原跡を忠実に再現

「書Ⅱ」で重点的に学ぶ篆書、隷書、草書は、6ページで構成。
基本古典を通して、字形や用筆の基礎・基本をしっかりと習得できるようにしました。

見やすく、学びやすい！基本古典PO I N T

1

［ 教科書P24-25 ］

基本となる古典重

「書Ⅰ」の
学習を

振り返る
ことがで

きるね！



［ 教科書P9 ］ ［ 教科書P33 ］ ［ 教科書P41 ］

COMIC COLUMN

CHARACTOR

COMIC

  楽しく学べる！「MANGA書人伝」
ま　　　　　ん　　　　　が　　　　　    しょ　　　  じん　　　 でん

書道史上の有名なエピソードを扱う教材に、四コマ漫画を設けました。
史実にしっかりと基づきながら、高校生に知ってほしい書道史の基礎を楽しく伝えます。

藤
ふじ

原
わらの

佐
すけ

理
まさ

北
ほく

宋
そう

の三大家（米
べい

芾
ふつ

・蘇
そ

軾
しょく

・黄
こう

庭
てい

堅
けん

）始
し

皇
こう

帝
てい

名
品
に
な
っ
た
詫わ

び
状

平
安
時
代
に
活
躍
し
た「
三さ
ん

跡せ
き

」の
一
人
、

藤ふ
じ

原わ
ら
の

佐す
け

理ま
さ

は
、
多
く
の
詫
び
状
を
残
し
て
い
ま
す
。

佐
理
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

草
書
の
書
状
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

書状の内容

平
安
時
代
・
九
八
二
年

（
佐
理 

39
歳
）

恩お
ん

命め
い

帖じ
ょ
う

平
安
時
代
・
九
九
一
年

（
佐
理 

48
歳
）

離り

洛ら
く

帖じ
ょ
う

皇
居
三さ
ん

の
丸ま
る

尚し
ょ
う

蔵ぞ
う

館か
ん

収
蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

国
宝

　
荏え

原ば
ら 

畠は
た
け

山や
ま

美
術
館
蔵︵
縮
小
︶

矢
の
調
達
が

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
召
筆
左
右
馳
求
︑

　
更
無
一
二
管
︒
先
所
出

　
来
是
也
︒
不
有
如
然

　
之
御
用
︒
若
今
明
求
得
︑

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
奉
恩
命
︑
恐
々

　
追
将
経
御
覧
耳
︒

戦
々
︒
抑
彼
箭
事
︑

一
日
以
亜
将
返
報
為
令

御
覧
︑
馳
奉
已
了
︒
而
今

有
此
命
︒
驚
怪
不
少

計
也
︒
弊
文
落
失

歟
︒
只
今
召
問
可
蒙
処
分
︒

須
彼
緒
風
所
陣
︑
以
件︵
箭
︑
︙
︙
︶

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
言
︒
離
洛
之
後
︑
未
承

動
静
︑
恐
鬱
之
甚
︑
異

於
在
都
之
日
者
也
︒
就
中
︑

殿
下
何
等
事
御
坐
哉
︒

進
発
以
前
︑
不
参
之
勘

責
︑
無
方
避
逃
件
也
︒

優
顧
幸
甚
々
々
︒
抑﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈今

月
十
六
日
︑
来
到
長
門
赤

馬
泊
︒
入
境
之
日
︑
未
有

一
定
︒
著︵
着
︶府
之
後
︑
追

可
聞
子
細
︒
恐
惶
頓
首
︒

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
言
︒

　
五
月
十
九
日
旅
士﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈

謹
上 

春
宮
権
大
夫
殿
政
所

［ 佐
すけ

理
まさ

の詫び状 ］

C
O

L
U

M
N

挨
拶
を
せ
ず
に
都
を

離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
風
文
化
が

花
開
い
た
時
代
に

活
躍
し
た

三
跡
の
一
人
、

佐
理

藤
原
佐
理

小お

野の
の

道み
ち

風か
ぜ

藤ふ
じ

原わ
ら
の

行ゆ
き

成な
り

優
雅
で
流
麗
な

和わ

様よ
う

の
書
の
発
展
に
貢
献

し
か
し
…

「
詩し

懐か
い

紙し

」（
国
宝
）

歴
史
書
に
は
、

だ
ら
し
な
い

性
格
だ
っ
た
とと

記
さ
れ
て
お
り
、

て
お
り
、

実
際
に
、
三
通
も
の

詫
び
状
が
現
存
し
て
い
る

そ
の
奔
放
な
書
は
、

当
代
随
一
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

高
く
評
価
さ
れ
た

『大
おお

鏡
かがみ

』

（
だ
ら
し
な
い
人
）

如 

泥 

人

美しすぎる！

漢字の書　草書

033 032

き
っ

　
　
こ
う

［ 始
し

皇
こう

帝
てい

の文字統一 ］

篆て
ん

書し
ょ

 

12
ペ
ー
ジ

隷れ
い

書し
ょ

 

20
ペ
ー
ジ

草そ
う

書し
ょ

 

26
ペ
ー
ジ

行ぎ
ょ
う

書し
ょ

 

34
ペ
ー
ジ

楷か
い

書し
ょ

 

42
ペ
ー
ジ

漢
字
は
︑
三
千
年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
︑
少
し
ず
つ

そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
︒そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
や
書
風
の
特
徴
を
捉
え
︑

古
典
の
豊
か
な
個
性
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
︒

個
性
豊
か
な
漢
字
の
姿

甲
こう

骨
こつ

文
ぶん

から小
しょう

篆
てん

までの総称。五書体の中で
最も古く、絵画的な趣をとどめている。

篆書が実用に即して簡略化
された書体。秦代から用い
られ、漢

かん

代には公式書体に
定められた。

篆書・隷書の速書きとして
生まれた書体。点画の省略
や連続、緩急に富んだ柔ら
かな用筆が特徴である。手
紙など日常で用いられたが、
東
とう

晋
しん

の王
おう

羲
ぎ

之
し

により、芸術
の域にまで高められた。

隷書の速書きとして生まれ
た書体。字形や用筆は草書
に似ているが、点画がより
明確で読みやすい。王羲之
の「蘭

らん

亭
てい

序
じょ

」は、行書の傑作
として知られる。

起
き

筆
ひつ

・送筆・収
しゅう

筆
ひつ

の明確な
用筆が特徴。三

さん

国
ごく

時代には
すでに発生し、唐

とう

代には書
体としての典型美が完成し
た。隷書に代わる公式書体
として、現在も標準的に用
いられている。

礼
れい

器
き

碑
ひ

　後
ご

漢
かん

・156年

十じ
ゅ
う

七し
ち

帖じ
ょ
う

　
王
羲
之

　
東
晋
・
四
世
紀

蘭
亭
序

　
王
羲
之

　
東
晋
・
三
五
三
年

九き
ゅ
う

成せ
い

宮き
ゅ
う

醴れ
い

泉せ
ん

銘め
い

　
欧お

う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん

　
唐
・
六
三
二
年

李り

柏は
く

尺せ
き

牘と
く

稿こ
う

　
李り

柏は
く

　
前ぜ

ん

涼り
ょ
う︵
五ご

胡こ

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

国こ
く

︶・
三
二
八
年

薦せ
ん

季き

直ち
ょ
く

表ひ
ょ
う

　
鍾し

ょ
う

繇よ
う

　
魏ぎ︵
三
国
︶・
二
二
一
年

永え
い

元げ
ん

器き

物ぶ
つ

簿ぼ

　
後
漢
・
九
三
~
九
五
年

泰
たい

山
ざん

刻
こく

石
せき

秦
しん

・紀元前219年

大
だい

盂
う

鼎
てい

西
せい

周
しゅう

・紀元前11世紀

甲骨文　
殷
いん

・紀元前13世紀

始皇帝

甲こ
う

骨こ
つ

文ぶ
ん

金き
ん

文ぶ
ん

小し
ょ
う

篆て
ん

そ
の
昔
︑

文
字
は
︑
神
の
意
を

き
く
た
め
の
占
い
に

用
い
ら
れ
て
い
た

や
が
て
︑
文
字
は
︑

人
と
人
と
の

や
り
と
り
を

記
録
す
る
た
め
に

使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

・
戦せ
ん

国ご
く

時
代
︑
各
地
で
諸
侯
が

台
頭
し
︑
独
自
の
文
字
を
作
り
始
め
た

始
皇
帝
は
︑
文
字
の
他
︑

統
治
を
強
化
す
る
た
め
︑

さ
ま
ざ
ま
な
統
一

事
業
を
行
っ
た

小篆

こ
れ
か
ら
は

オ
レ
の
時
代
だ

貨幣度
ど

量
りょう

衡
こう

文字

そ
れ
ら
を
統
一
し
た
の
が

始
皇
帝
で
あ
る

甲骨文

金文

漢字の書

009 008

釈文・大意

北宋の三大家
北宋では、科挙により優秀な人材が登用され、高度な学識と
詩文・書画の素養を併せもつ、士

し

大
たい

夫
ふ

とよばれる官僚層が活
躍した。代表的な士大夫として知られる蘇軾をはじめ、黄庭
堅、米芾ら「北宋の三大家」は、伝統書法を踏まえつつも、自
由で個性の感じられる表現により、後世に大きな影響を与え
た。この3人に蔡

さい

襄
じょう

（1012～ 1067）を加えて、「宋の四大家」
とする場合もある。

﹁
黄こ

う

州し
ゅ
う

寒か
ん

食じ
き

詩し

巻か
ん

﹂

一
〇
八
二
年

︵
一
〇
三
六
~
一
一
〇
一
︶

蘇そ

軾し
ょ
く

﹁
松し

ょ
う

風ふ
う

閣か
く

詩し

巻か
ん

﹂

一
一
〇
二
年

︵
一
〇
四
五
~
一
一
〇
五
︶

黄こ
う

庭て
い

堅け
ん

﹁
虹こ

う

県け
ん

詩し

巻か
ん

﹂

一
一
〇
六
年
頃

︵
一
〇
五
一
~
一
一
〇
七
︶

米べ
い

芾ふ
つ

︵
空
庖
煮
寒
菜
︑︶

破
竈
焼
湿
葦
︒
那

知
是
寒
食
︑
但
見
烏

銜
紙
︒
君
門
深

九
重
︑
墳
墓
在
万
里
︒
也
擬

哭
塗
窮
︑
死
灰
吹
不

起
︒

松
風
閣

依
山
築
閣
見
平

川
︒
夜
闌
箕
斗
挿

屋
椽
︒
我
来
名
之

意
適
然
︒
老
松

梧
数
百
年
︒
斧

斤
所
赦
今
参
天
︒

風
鳴
媧
皇
五
十︵
弦
︒︶

再
題
︒

碧
楡
緑

柳
旧
游

中
︑
華
髪

蒼
顔
未

退
翁
︒
天

使
残
年︵
司
筆
研
︑
︙
︙
︶

［ 北
ほく

宋
そう

の三大家 ］

C
O

L
U

M
N

北ほ
く

宋そ
う

の

三
大
家
と

個
性
の
表
現

北
宋
の
時
代
に
は
︑
唐と
う

代
に
確
立
し
た

伝
統
書
法
を
踏
ま
え
つ
つ
も
︑
自
由
闊か
っ

達た
つ

で

個
性
の
感
じ
ら
れ
る
表
現
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒

国
立
故こ

宮き
ゅ
う

博
物
院︵
台タ
イ

北ペ
イ

︶蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

国
立
故
宮
博
物
院︵
台
北
︶蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

東
京
国
立
博
物
館
蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

北
宋
の
時
代
︑

知
識
人
に
よ
る

新
た
な
書
が

生
ま
れ
た

蘇そ

軾し
ょ
く

と
黄こ

う

庭て
い

堅け
ん

は

不
遇
な

官
僚
人
生
の
中
で

思
索
を
深
め
︑

優
れ
た
文
学
や

書
を
残
し
た

米べ
い

芾ふ
つ

は

古
来
の
書
の
名
品
を
探
究
し
︑

独
自
の
書
を
生
み
出
し
た

彼
ら
の

個
性
あ
ふ
れ
る

書
は
︑
は
︑

後
世
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た

こ
の

王お
う

羲ぎ

之し

の
書
は

す
ば
ら
し
い

蘇軾

黄庭堅

米芾

漢字の書　行書

0 41 0 4 0

巻末に、「三色紙」「王羲之の書」を一挙に掲載しました。
比較鑑賞することで、その美を深く味わうことができます。

圧巻の巻末折込ページ

［ 教科書P98-100 ］

［ 教科書P101-103 ］

王羲之の書
15点

三色紙
15点

PO I N T

2

升色紙黄庭経奉橘帖喪乱帖



［ 教科書P9 ］ ［ 教科書P33 ］ ［ 教科書P41 ］

COMIC COLUMN

CHARACTOR

COMIC

  楽しく学べる！「MANGA書人伝」
ま　　　　　ん　　　　　が　　　　　    しょ　　　  じん　　　 でん

書道史上の有名なエピソードを扱う教材に、四コマ漫画を設けました。
史実にしっかりと基づきながら、高校生に知ってほしい書道史の基礎を楽しく伝えます。

藤
ふじ

原
わらの

佐
すけ

理
まさ

北
ほく

宋
そう

の三大家（米
べい

芾
ふつ

・蘇
そ

軾
しょく

・黄
こう

庭
てい

堅
けん

）始
し

皇
こう

帝
てい

名
品
に
な
っ
た
詫わ

び
状

平
安
時
代
に
活
躍
し
た「
三さ
ん

跡せ
き

」の
一
人
、

藤ふ
じ

原わ
ら
の

佐す
け

理ま
さ

は
、
多
く
の
詫
び
状
を
残
し
て
い
ま
す
。

佐
理
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

草
書
の
書
状
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

書状の内容

平
安
時
代
・
九
八
二
年

（
佐
理 

39
歳
）

恩お
ん

命め
い

帖じ
ょ
う

平
安
時
代
・
九
九
一
年

（
佐
理 

48
歳
）

離り

洛ら
く

帖じ
ょ
う

皇
居
三さ
ん

の
丸ま
る

尚し
ょ
う

蔵ぞ
う

館か
ん

収
蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

国
宝

　
荏え

原ば
ら 

畠は
た
け

山や
ま

美
術
館
蔵︵
縮
小
︶

矢
の
調
達
が

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
召
筆
左
右
馳
求
︑

　
更
無
一
二
管
︒
先
所
出

　
来
是
也
︒
不
有
如
然

　
之
御
用
︒
若
今
明
求
得
︑

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
奉
恩
命
︑
恐
々

　
追
将
経
御
覧
耳
︒

戦
々
︒
抑
彼
箭
事
︑

一
日
以
亜
将
返
報
為
令

御
覧
︑
馳
奉
已
了
︒
而
今

有
此
命
︒
驚
怪
不
少

計
也
︒
弊
文
落
失

歟
︒
只
今
召
問
可
蒙
処
分
︒

須
彼
緒
風
所
陣
︑
以
件︵
箭
︑
︙
︙
︶

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
言
︒
離
洛
之
後
︑
未
承

動
静
︑
恐
鬱
之
甚
︑
異

於
在
都
之
日
者
也
︒
就
中
︑

殿
下
何
等
事
御
坐
哉
︒

進
発
以
前
︑
不
参
之
勘

責
︑
無
方
避
逃
件
也
︒

優
顧
幸
甚
々
々
︒
抑﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈今

月
十
六
日
︑
来
到
長
門
赤

馬
泊
︒
入
境
之
日
︑
未
有

一
定
︒
著︵
着
︶府
之
後
︑
追

可
聞
子
細
︒
恐
惶
頓
首
︒

﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈謹
言
︒

　
五
月
十
九
日
旅
士﹇
佐
理︵
草
名
︶﹈

謹
上 

春
宮
権
大
夫
殿
政
所

［ 佐
すけ

理
まさ

の詫び状 ］

C
O

L
U

M
N

挨
拶
を
せ
ず
に
都
を

離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
風
文
化
が

花
開
い
た
時
代
に

活
躍
し
た

三
跡
の
一
人
、

佐
理

藤
原
佐
理

小お

野の
の

道み
ち

風か
ぜ

藤ふ
じ

原わ
ら
の

行ゆ
き

成な
り

優
雅
で
流
麗
な

和わ

様よ
う

の
書
の
発
展
に
貢
献

し
か
し
…

「
詩し

懐か
い

紙し

」（
国
宝
）

歴
史
書
に
は
、

だ
ら
し
な
い

性
格
だ
っ
た
とと

記
さ
れ
て
お
り
、

て
お
り
、

実
際
に
、
三
通
も
の

詫
び
状
が
現
存
し
て
い
る

そ
の
奔
放
な
書
は
、

当
代
随
一
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

高
く
評
価
さ
れ
た

『大
おお

鏡
かがみ

』

（
だ
ら
し
な
い
人
）

如 

泥 

人

美しすぎる！

漢字の書　草書

033 032

き
っ

　
　
こ
う

［ 始
し

皇
こう

帝
てい

の文字統一 ］

篆て
ん

書し
ょ

 

12
ペ
ー
ジ

隷れ
い

書し
ょ

 

20
ペ
ー
ジ

草そ
う

書し
ょ

 

26
ペ
ー
ジ

行ぎ
ょ
う

書し
ょ

 

34
ペ
ー
ジ

楷か
い

書し
ょ

 

42
ペ
ー
ジ

漢
字
は
︑
三
千
年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
︑
少
し
ず
つ

そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
︒そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
や
書
風
の
特
徴
を
捉
え
︑

古
典
の
豊
か
な
個
性
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
︒

個
性
豊
か
な
漢
字
の
姿

甲
こう

骨
こつ

文
ぶん

から小
しょう

篆
てん

までの総称。五書体の中で
最も古く、絵画的な趣をとどめている。

篆書が実用に即して簡略化
された書体。秦代から用い
られ、漢

かん

代には公式書体に
定められた。

篆書・隷書の速書きとして
生まれた書体。点画の省略
や連続、緩急に富んだ柔ら
かな用筆が特徴である。手
紙など日常で用いられたが、
東
とう

晋
しん

の王
おう

羲
ぎ

之
し

により、芸術
の域にまで高められた。

隷書の速書きとして生まれ
た書体。字形や用筆は草書
に似ているが、点画がより
明確で読みやすい。王羲之
の「蘭

らん

亭
てい

序
じょ

」は、行書の傑作
として知られる。

起
き

筆
ひつ

・送筆・収
しゅう

筆
ひつ

の明確な
用筆が特徴。三

さん

国
ごく

時代には
すでに発生し、唐

とう

代には書
体としての典型美が完成し
た。隷書に代わる公式書体
として、現在も標準的に用
いられている。

礼
れい

器
き

碑
ひ

　後
ご

漢
かん

・156年

十じ
ゅ
う

七し
ち

帖じ
ょ
う

　
王
羲
之

　
東
晋
・
四
世
紀

蘭
亭
序

　
王
羲
之

　
東
晋
・
三
五
三
年

九き
ゅ
う

成せ
い

宮き
ゅ
う

醴れ
い

泉せ
ん

銘め
い

　
欧お

う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん

　
唐
・
六
三
二
年

李り

柏は
く

尺せ
き

牘と
く

稿こ
う

　
李り

柏は
く

　
前ぜ

ん

涼り
ょ
う︵
五ご

胡こ

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

国こ
く

︶・
三
二
八
年

薦せ
ん

季き

直ち
ょ
く

表ひ
ょ
う

　
鍾し

ょ
う

繇よ
う

　
魏ぎ︵
三
国
︶・
二
二
一
年

永え
い

元げ
ん

器き

物ぶ
つ

簿ぼ

　
後
漢
・
九
三
~
九
五
年

泰
たい

山
ざん

刻
こく

石
せき

秦
しん

・紀元前219年

大
だい

盂
う

鼎
てい

西
せい

周
しゅう

・紀元前11世紀

甲骨文　
殷
いん

・紀元前13世紀

始皇帝

甲こ
う

骨こ
つ

文ぶ
ん

金き
ん

文ぶ
ん

小し
ょ
う

篆て
ん

そ
の
昔
︑

文
字
は
︑
神
の
意
を

き
く
た
め
の
占
い
に

用
い
ら
れ
て
い
た

や
が
て
︑
文
字
は
︑

人
と
人
と
の

や
り
と
り
を

記
録
す
る
た
め
に

使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

・
戦せ
ん

国ご
く

時
代
︑
各
地
で
諸
侯
が

台
頭
し
︑
独
自
の
文
字
を
作
り
始
め
た

始
皇
帝
は
︑
文
字
の
他
︑

統
治
を
強
化
す
る
た
め
︑

さ
ま
ざ
ま
な
統
一

事
業
を
行
っ
た

小篆

こ
れ
か
ら
は

オ
レ
の
時
代
だ

貨幣度
ど

量
りょう

衡
こう

文字

そ
れ
ら
を
統
一
し
た
の
が

始
皇
帝
で
あ
る

甲骨文

金文

漢字の書
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釈文・大意

北宋の三大家
北宋では、科挙により優秀な人材が登用され、高度な学識と
詩文・書画の素養を併せもつ、士

し

大
たい

夫
ふ

とよばれる官僚層が活
躍した。代表的な士大夫として知られる蘇軾をはじめ、黄庭
堅、米芾ら「北宋の三大家」は、伝統書法を踏まえつつも、自
由で個性の感じられる表現により、後世に大きな影響を与え
た。この3人に蔡

さい

襄
じょう

（1012～ 1067）を加えて、「宋の四大家」
とする場合もある。

﹁
黄こ

う

州し
ゅ
う

寒か
ん

食じ
き

詩し

巻か
ん

﹂

一
〇
八
二
年

︵
一
〇
三
六
~
一
一
〇
一
︶

蘇そ

軾し
ょ
く

﹁
松し

ょ
う

風ふ
う

閣か
く

詩し

巻か
ん

﹂

一
一
〇
二
年

︵
一
〇
四
五
~
一
一
〇
五
︶

黄こ
う

庭て
い

堅け
ん

﹁
虹こ

う

県け
ん

詩し

巻か
ん

﹂

一
一
〇
六
年
頃

︵
一
〇
五
一
~
一
一
〇
七
︶

米べ
い

芾ふ
つ

︵
空
庖
煮
寒
菜
︑︶

破
竈
焼
湿
葦
︒
那

知
是
寒
食
︑
但
見
烏

銜
紙
︒
君
門
深

九
重
︑
墳
墓
在
万
里
︒
也
擬

哭
塗
窮
︑
死
灰
吹
不

起
︒

松
風
閣

依
山
築
閣
見
平

川
︒
夜
闌
箕
斗
挿

屋
椽
︒
我
来
名
之

意
適
然
︒
老
松

梧
数
百
年
︒
斧

斤
所
赦
今
参
天
︒

風
鳴
媧
皇
五
十︵
弦
︒︶

再
題
︒

碧
楡
緑

柳
旧
游

中
︑
華
髪

蒼
顔
未

退
翁
︒
天

使
残
年︵
司
筆
研
︑
︙
︙
︶

［ 北
ほく

宋
そう

の三大家 ］

C
O

L
U

M
N

北ほ
く

宋そ
う

の

三
大
家
と

個
性
の
表
現

北
宋
の
時
代
に
は
︑
唐と
う

代
に
確
立
し
た

伝
統
書
法
を
踏
ま
え
つ
つ
も
︑
自
由
闊か
っ

達た
つ

で

個
性
の
感
じ
ら
れ
る
表
現
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒

国
立
故こ

宮き
ゅ
う

博
物
院︵
台タ
イ

北ペ
イ

︶蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

国
立
故
宮
博
物
院︵
台
北
︶蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

東
京
国
立
博
物
館
蔵︵
部
分
・
縮
小
︶

北
宋
の
時
代
︑

知
識
人
に
よ
る

新
た
な
書
が

生
ま
れ
た

蘇そ

軾し
ょ
く

と
黄こ

う

庭て
い

堅け
ん

は

不
遇
な

官
僚
人
生
の
中
で

思
索
を
深
め
︑

優
れ
た
文
学
や

書
を
残
し
た

米べ
い

芾ふ
つ

は

古
来
の
書
の
名
品
を
探
究
し
︑

独
自
の
書
を
生
み
出
し
た

彼
ら
の

個
性
あ
ふ
れ
る

書
は
︑
は
︑

後
世
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た

こ
の

王お
う

羲ぎ

之し

の
書
は

す
ば
ら
し
い

蘇軾

黄庭堅

米芾

漢字の書　行書
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巻末に、「三色紙」「王羲之の書」を一挙に掲載しました。
比較鑑賞することで、その美を深く味わうことができます。

圧巻の巻末折込ページ

［ 教科書P98-100 ］

［ 教科書P101-103 ］

王羲之の書
15点

三色紙
15点

PO I N T
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乙
いつ

瑛
えい

碑
ひ

後
ご

漢
かん

・153 年
（教科書 22〜 25 ページ）

概要・特徴

　153（永
えい

興
こう

元）年に建てられた隷書碑で、八
はっ

分
ぷん

隷
れい

の代表的古典である。
　中国・魯

ろ

国
こく

（現在の山
さん

東
とう

省）の大臣であった乙
いつ

瑛
えい

が、孔子の子孫にあたる孔
こう

麟
りん

から孔
こう

子
し

廟
びょう

（儒
じゅ

教
きょう

の開祖である孔子を祀
まつ

った建物）の保護・整備の相談を受けたことをきっかけ
に、卒

そつ

史
し

（役人）を常置して孔子廟を守らせるよう申請し、許可された。その経緯を記し、
関係者の功績をたたえる内容が、四つの段に分けて記されている。当時の上

じょう

奏
そう

文
ぶん

（天子
に意見を申し上げるための文書）の形式そのままに刻されており、文献としても貴重と
される。碑には題額がなく、さまざまな呼称があるが、現在は「乙瑛碑」で通行している。
　石碑は、山東省曲

きょく

阜
ふ

市の孔子廟内に建てられ、現在は廟内の漢
かん

魏
ぎ

碑
ひ

刻
こく

陳
ちん

列
れつ

館
かん

に保存
されている。高さは260センチメートル、幅は129センチメートルで、18行にわたっ
て766文字が記されている。
　隷書の中でも、横画の収筆に波

は

磔
たく

（横画や右払いに見られる波打つような収筆）を備え
た「八

はっ

分
ぷん

」で書かれており、力強く堂々とした風格がある。起筆は蔵
ぞう

鋒
ほう

。横画は水平で、
おおむね扁

へん

平
ぺい

な字形である。背勢の字形が多く、引き締まった緊張感を感じさせる。
　

隷書の成立・時代背景

　秦の始皇帝による中国の統一後、小
しょう

篆
てん

が公式書体として制定された。いっぽう、日
常の記録には、篆書を簡略化し、実用的にした隷書が用いられるようになった。漢代に
なると中央集権が進み、地方との公文書のやりとりに漢字が使われるようになったこと
で点画の省略・直線化が進む。秦代に小篆と併用された初期の隷書を「秦

しん

隷
れい

」、前漢から
新代にかけての、波磔を強調せず素朴な味わいがある隷書を「古

こ

隷
れい

」とよぶことが多い。
　前漢時代の前期には、既に波磔を備えた隷書が存在した。後期には華麗な波磔をもつ
八分様式が生まれ、小篆に代わる公式書体となった。「乙瑛碑」が建てられた後漢時代の
後期の石刻には、八分様式が広く用いられて最盛期を迎え、隷書の典型となった。

漢字の書　隷書
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宮負丁香 山口啓山 湯澤 聡
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書Ⅰ 038-901 書Ⅰ 705

書Ⅰ・Ⅲのご案内
内容解説資料

書Ⅲ 703

QRコードコンテンツ
教科書紙面のQRコードをスマートフォンや
タブレット端末で読み取ると、各分野のさまざまな
コンテンツを閲覧することができます。

運筆動画

臨書手本

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

写真資料

QRコード
コンテンツ目次 体験版は

こちらから！

古典詳細解説

教授資料付属
指導者用デジタル教科書（教材）
紙の教科書をデジタル化。
デジタルならではの機能で、学びの幅がさらに広がります。

まなぶ
● デジタルノート
● タイマー
● プリント （硬筆・
毛筆ワークシート/評価テスト他）
● 動画（運筆動画他）　
● 写真

どうぐ（書き込み機能）

特別支援関連機能
文字色・背景色・
明るさの変更

QRコードコンテンツ
全ての QRコードコンテンツを
閲覧可能

※本デジタル教材は、クラウド配信による
　利用となります。当社ウェブサイト上の
　申し込みページから必要事項をご入力のうえ、
　お申し込みください。

光村のデジタル教材
協働的な学びをサポート!

● ペン　● わく　● ふせん
● せん　● スタンプ　● けす
● ゆびマーク

光村図書ウェブサイト

光村図書

計376点 !
充実の

コンテンツ
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